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研究成果の概要：近年気象擾乱による大規模な災害が続き、雨風による被害だけでなく停電も含めたマルチハザ
ードと言える激甚災害がしばしば起こる現状を踏まえ、本研究は、風水害に対する大学構成員（教職員、学生）
の防災意識を育み、また避難行動を身につけることができる防災教育プログラムの開発・実践を行った。サイエ
ンスコミュニケーションの手法を利用することで、自主的に考え、主体的に行動できるプログラムを開発するこ
とができた。

研究分野： 防災教育

キーワード： 防災教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究調査として、風水害を中心とした防災意識の現状を調査するアンケート調査を行なった。また私立大学を対
象とした風水害に関する対策や防災教育の取り組みについてのアンケート調査を行なった。大学構成員は、地震
災害に関する意識は高いものの、風水害に関する防災意識は必ずしも高いとは言えず、また大学組織の風水害対
策が十分ではない現状が確認できたことは、私立大学の今後の防災に寄与する成果であると言える。
また、サイエンスコミュニケーターとして活動する気象予報士の研究協力を得て、サイエンスコミュニケーショ
ンの手法を利用した防災教育プログラムを開発したことは、私立大学の防災教育に寄与する研究成果であると言
える。
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１．研究の目的 
本研究は、近年気象擾乱による大規模な災害が続き、雨風による被害だけでなく停電も含めた
マルチハザードと言える激甚災害がしばしば起こる現状を踏まえ、大学構成員（教職員、学生）
の防災意識を育み、また避難行動を身につけることができるよう、風水害を対象とする防災教
育プログラムを開発・実践することを目的に行った。 
 
 
 
 
 
 
２．研究成果 
研究調査として、風水害を中心とした防災意識の現状を調査するアンケート調査を行なった。
また併せて私立大学を対象とした風水害に関する対策や防災教育の取り組みについてのアンケ
ート調査を行なった。大学構成員は、地震災害に関する意識は高いものの、風水害に関する防
災意識は必ずしも高いとは言えず、また大学組織の風水害対策が十分ではない現状が確認でき
た。これらをもとに、マスメディアに出演しサイエンスコミュニケーターとして活動する気象
予報士と情報交換を行い、また研究協力を得て、サイエンスコミュニケーションの手法を利用
した防災教育プログラムを開発した。この教育プログラムを大学構成員を対象として実践した。
この防災ワークショップ及び防災講座により、大学構成員の防災に関する知識が深まることが
確認できた。 
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